
カラフトマス Oncorhynchus gorbuschaは，北緯36度以
北の北太平洋，ベーリング海，オホーツク海，日本海お
よび北極海に分布する遡河回遊魚である（Heard, 1991）。
河川で孵化・浮上した稚魚は，まもなく降海し（小林・
原田，1966），沿岸域で数ヶ月を過ごした後，オホーツ
ク海を経由して北西太平洋に回遊し成長する（高木ら，
1982）。約1年半の海洋生活を経て北海道沿岸に回帰した
カラフトマスは，8～10月にかけて主に根室海峡を含む
オホーツク海に流入する河川に遡上し繁殖する。ほぼ全
ての個体が2年で成熟し繁殖後に死亡するため，偶数年
級群と奇数年級群には生殖的隔離が生じる（Heard, 
1991）。

北海道沿岸では，7～8月に主にオホーツク海や根室海
峡，道東太平洋において小型定置網によって年間500～
1,500万尾が漁獲されている。日本系カラフトマスの資
源量は1990年以降高い水準にあったが，近年，沿岸漁獲
量は急激に減少し，資源状況は減少傾向・低迷状態と評
価されている（森田ら，2016）。

北海道では毎年約1億4千万尾のカラフトマスの人工ふ
化放流が行われているにもかかわらず，資源変動は大き
い（Nagataet al., 2012）。この要因の1つとして，カラフ
トマスの漁業資源に対する自然産卵の寄与が大きいこと
が指摘されている（Morita et al., 2006）。オホーツク海
側では多くの河川でカラフトマスの自然産卵が確認され
ている（宮腰，2006；飯田ら，2014）。また，根室海区
での標識再放流試験によって，自然産卵由来のカラフト
マスが沿岸漁業で利用されている可能性が指摘されてい
る（宮本ら，2015）。最近の研究では，北海道の孵化場

から放流されたカラフトマスの資源添加率は2割程度で
あるとの推定もある（Ohnuki et al., 2015）。これらの知
見から自然産卵由来のカラフトマスが漁業資源に大きく
寄与している可能性が高く，自然産卵由来の稚魚の降河
生態やその量的把握は資源変動要因の理解にとって重要
である。

自然産卵由来のカラフトマスは，産卵床から浮上後に
直ちに降海を開始するとされており（Neave, 1955；
Hoar, 1956），サケ科魚類の中ではもっとも河川での滞留
時間が短い魚種であるとされる（Heard, 1991）。しかし，
北海道における自然産卵に由来するカラフトマス稚魚の
降河生態に関する知見は多くない。根室海峡に注ぐ当幌
川の支流サクラ川では，人工孵化放流魚とは独立して再
生産を繰り返していると見られる集団が確認されている

（Torao et al., 2011）。そこで，本研究ではサクラ川の産
卵場において，自然産卵由来のカラフトマス稚魚の降河
生態を調査した。

試料および方法

調査河川　調査は，北海道東部根室海峡の野付半島基部
に注ぐ当幌川（流路延長51.2 km）の支流サクラ川で行
った（図1）。サクラ川の流路延長は6.9 kmで，河口から
約40km上流の地点で当幌川本流に合流する。サクラ川
では，当幌川本流との合流点から上流約800mの区間の
みでカラフトマス親魚の産卵行動が確認されており

（Torao et al., 2011），この区間を産卵場として設定した。
カラフトマス稚魚降河時期の調査　産卵場からのカラフ
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トマス稚魚の降河状況を調べるために，2013～2015年に
採集調査を行った。2013年は4月8日～5月22日，2014年
は4月10日～6月10日，2015年は4月1日～5月22日の期間
に，3～8日ごとにサクラ川の当幌川本流との合流点の直
上に小型定置網の一種であるふくべ網（目合4 mm）を
設置し降河する稚魚を採集した（図2）。ふくべ網は，日
没前の17時前後にサクラ川と当幌川の合流点直上に川幅

（約2.5 m）の半分を手網で仕切るように設置し，翌日の
6～10時の間に採集されたカラフトマス稚魚を回収した。

図 2  サクラ川でのカラフトマス降河稚魚の採集に用い
たふくべ網の設置状況

降河の日周変動調査　カラフトマス稚魚の産卵場からの
降河の日周性を検討するために，2013年の4月26日～27

日の24時間，ふくべ網を用いて稚魚の採集調査を行った。
4月26日9時から採集を開始し，3時間間隔でふくべ網の
採集物を確認した。4月26日19時にカラフトマス稚魚が
採集されて以降は，1時間おきに採集物を確認した。
魚体測定と卵黄保持状況と空胃率　採集されたカラフト

マス稚魚は5%ホルマリンで8時間程度固定した後に70%
エタノールで保存し，尾叉長と体重を測定した。腹腔内
の卵黄の残存状況を明らかにするために2013年に採集さ
れたサンプルについて，腹腔内卵黄の有無と重量を測定
した。また，摂餌状況を検討するために，2013年と2014

年に採集されたサンプルについて胃内容物重量を測定し，
空胃率と胃充満度指数を以下の式で求めた。

空胃率 （%） = 空胃個体数 / 胃内容物測定尾数 × 100

胃充満度 （%） = 胃内容物重量 / （体重 － 胃内容物重
量） × 100

結果

カラフトマス稚魚の採集時期と尾数　図3に2013～2015

年のカラフトマスの採集状況を示した。カラフトマス稚
魚の採集尾数は，2013年が449個体，2014年は15個体，
2015年は348個体であった。カラフトマス稚魚の採集時
期は4月上旬～5月中旬であり，採集盛期はいずれの年も
4月下旬～5月上旬であった。

図 3  2013～2015年のサクラ川におけるカラフトマス降
河稚魚採集尾数の推移

カラフトマス稚魚の降河時刻　24時間の稚魚採集調査で，
カラフトマス稚魚242個体が採集された（図4）。日没時
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図 1  北海道東部根室海峡に面する当幌川と支流サクラ
川の位置
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刻は18:30，翌日の日の出時刻は4:40であった。カラフト
マス稚魚が採集された時刻は19時～翌朝5時に限られ，
日中は採集されなかった。特に日没後の19～20時の1時
間に全体の54%にあたる131尾が集中的に採集された。

図 4  サクラ川におけるカラフトマス稚魚採集尾数の日
周変化。2013年4月26～27日に実施。黒矢印は日
没時刻（6:30），白抜き矢印は日の出時刻（4:40）
を示す。

降河稚魚の体サイズ　採集されたカラフトマス稚魚の尾
叉長と体重を表1に示した。稚魚の尾叉長は2013年が
29.3 ～ 38.6mm，2014年 が33.2mm ～ 34.8mm，2015年 が
31.3～37.0mmの範囲であった。また，体重の範囲は，そ
れぞれ0.11～0.34g，0.16～0.20g，0.13～0.28gであった。
統計的な検定が可能であった2013年と2015年は，採集旬
によって尾叉長，体重に有意差は認められなかった

（Kruskal-Wallis検定；P>0.05）。また，2013～2015年の採
集年間で，カラフトマス稚魚の尾叉長，体重には，いず
れも有意差は認められなかった（Kruskal-Wallis検定；
P>0.05）。
腹腔内卵黄残存状況と摂餌状況　2013年に採集されたカ
ラフトマス稚魚のうち，腹腔内に卵黄が残存していた個
体の割合は0.0～44.7%で推移し，採集期間中の平均は
37.5%であった（図5）。降河の盛期であった4月下旬の卵
黄保持率は44.7%で最も高かった。残存卵黄重量（平均
値±標準偏差）は4.2±2.9mg～6.3±4.2mgで，時期によ
る残存量に一定の傾向はみられなかった。

図 5  カラフトマス降河稚魚における腹腔内の卵黄残存
状況と卵黄重量の推移（2013年）。卵黄重量は平
均値（●）と標準偏差（縦棒）を示した。
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表 1　サクラ川におけるカラフトマス降河稚魚の尾叉長と体重（2013～2015年）表1　サクラ川におけるカラフトマス降河稚魚の尾叉長と体重（2013～2015年）

4月中 45 33.91 ± 1.69 29.83 - 37.28 0.25 ± 0.04 0.17 - 0.34
4月下 262 32.93 ± 1.37 29.30 - 38.62 0.20 ± 0.03 0.11 - 0.30
5月上 121 34.09 ± 1.30 29.81 - 37.59 0.22 ± 0.03 0.12 - 0.30
5月中 24 33.96 ± 1.37 30.93 - 36.67 0.22 ± 0.02 0.16 - 0.26
5月下 1 33.50 33.50 - 33.50 0.20

4月下 4 33.97 ± 0.66 33.21 - 34.75 0.17 ± 0.02 0.16 - 0.20
5月上 1 33.56 33.56 - 33.56 0.18

4月上 5 34.22 ± 0.55 33.71 - 35.25 0.22 ± 0.01 0.20 - 0.23
4月中 47 34.25 ± 0.99 31.34 - 36.98 0.21 ± 0.02 0.18 - 0.24
4月下 80 34.09 ± 1.01 31.69 - 36.04 0.19 ± 0.02 0.14 - 0.22
5月上 78 33.98 ± 1.05 31.56 - 36.16 0.18 ± 0.02 0.13 - 0.21
5月中 14 34.19 ± 1.53 31.80 - 36.45 0.18 ± 0.04 0.14 - 0.28

2014年の4月下旬と5月下旬の一部のサンプルは，保存状態が悪く測定出来なかった。

2015

年 旬
測定

個体数
尾叉長　（mm）

平均±標準偏差 最小 - 最大 平均±標準偏差 最小 - 最大

体重　（g）

2013

2014

表1 両段
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2013年に採集されたカラフトマスの空胃率は75.0～
100%で推移し，採集期間中の平均空胃率は83%であっ
た（図6）。胃内容物が確認された個体の内容物は砂や粘
液状の判別不明のものであり，採集旬別の胃内容物重量
指数の平均は0.11～0.25%であった（表2）。2014年に採
集された稚魚は5個体のみであったが，いずれも空胃で
あった（図6）。

図 6  カラフトマス降河稚魚における空胃率の推移
（2013～2014年）。グラフ中の数値は測定個体数を
示す。

表 2  サクラ川におけるカラフトマス降河稚魚摂餌個体
の胃内容物重量の推移（2013年）

考察

2013～2015年の稚魚採集数の推移から，サクラ川産卵
場からのカラフトマス稚魚の降河は4月上旬～5月中旬の
期間で，盛期は4月下旬～5月上旬と考えられた。採集尾
数は，2013年と2015年に採集された偶数年級群で多く，
2014年に採集された奇数年級群で著しく少なかった。サ
クラ川では偶数年級群で遡上親魚数が多く，奇数年は著
しく少ないことが観察されており（Torao et al., 2011），
降河稚魚の採集尾数の多寡は遡上した親世代の親魚数に
大きく影響されると考えられる。

24時間の採集調査の結果から，産卵場からのカラフト
マス稚魚の降河移動は夜間に限られ，特に日没直後から
数時間に集中的に移動すると考えられた。これまでも，
カラフトマス稚魚は産卵床からの浮上後，直ちに降河す
るとの報告がある（Neave, 1955；小林，1968）。浮上後も，
夜 間 の 移 動 が 活 発 で あ る こ と が 確 認 さ れ て お り

（McDonald, 1960；Coburn and McCart, 1967；小林・原田，
1966；佐々木ら，1993），照度に対する反応性が関連し
ていると考えられている（Hoar et al., 1957；McDonald, 
1960）。カラフトマス浮上稚魚は強い負の走流性・走光
性を示し（Neave, 1955），浮上後（人工孵化放流の場合
は放流後），一晩から数日間の短期間で河口域に達する

（小林ら，1978；Heard, 1991；虎尾ら，2010）。したがっ
て，稚魚期のカラフトマスの河川の利用性は低いと言え
る。

近縁種のサケOncorhynchus keta稚魚でも日没後の移動
が活発である（小林，1953；小林，1958；小林，1964）
ことはカラフトマスと共通している。しかし，サケ稚魚
は日中，比較的流れの緩やかな微生息環境を利用しなが
ら（長谷川ら，2011；卜部，2015），一定期間河川内に
滞在し摂餌，成長する（佐野・小林，1953；小林・石川，
1964；小林ら，1965；小林・原田，1968；小林・阿部，
1977；帰山・佐藤，1979；宮腰ら，2012；Kasugai et al. 
, 2013）のに対し，カラフト稚魚では河川内ではほとん
ど摂餌せず，滞在期期間も短いことから河川内ではあま
り成長しない（小林・原田，1966；小林，1968）。本調
査でも，採集時期が集中的であること，採集されたカラ
フトマス稚魚の体サイズに時期的な変化がないこと，ま
た，採集期間中を通じて空胃率が高く，胃充満度指数が
一貫して極めて低いことから，採集された個体は浮上直
後の個体であり，浮上後は産卵床周辺には留まらず，直
ちに降河すると考えられる。

浮上したカラフトマスはすでに海水適応能を有してお
り（本間，1982；笠原ら，1993），速やかに沿岸海洋域

図6 片段
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での生活へ移行すると推察される。したがって，降海後
のカラフトマスの初期生残にとって沿岸環境の適否は重
要であり，降河時期と沿岸環境が生残に与える影響につ
いて検証する必要がある。
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